
しれないが、変革の渦中に
あった当事者から見れば毎
日の変化は見えにくい。過
去の様々の変革も長い年月
をかけて達成しているので
ある。
　「世の中は目に見えぬ間
に歩いている。樹上の蝸牛
の如く、あるいは水中の貝
の如く」（山岡荘八著「徳
川家康」）。我々も1995年頃
に始まった大きな変革期に
あるのだろうと思う。あと
15年くらいでこの混沌社会
にも出口が見えてくるので
はないかと観測する。
　紙パルプ産業人として禁
句かもしれないが、中国の
一人当たりの紙需要はまだ
日本の４分の１程度だが、
国全体としては既に9000万
トン／年を超えて世界一の
木材繊維消費国になって
いる。この規模が倍にでも
なったときに地球環境に与
える恐ろしい影響を心配す
ると、インターネット、電
子新聞や電子書籍端末の発
展はその懸念を一掃する

ヘッドライン社会が
生み出す混沌
　インターネット社会は
「ヘッドライン社会」であ
る。検索エンジンで抽出さ
れる見出しばかりを追いか
けてじっくり物事を考える
ことが出来ない社会だと私
は思う。ネットにあふれる
膨大な雑多情報を自分では
到底整理出来ない。
　世の中には相反する考え
方や意見があってそのぶつ
かり合いで政治、経済、社
会が動いているということ
を新聞で知る。この出来事
をA新聞社はどのように捉
えているのか？ B新聞社は
どのくらい重視しているの
か？出来事の裏側には何
があるのか？そういう分析
や解説を新聞に求める。情
報が整理され報道されてい
ることを無意識で受け入れ
ているが、それは新聞への
信頼感が圧倒的だからであ
る。情報の媒体者（メディ
ア）としての新聞への信頼
は世代を超えて、特に日本
では強い。
　無読者層を批判するつも
りはない。しかし携帯電話
で離れた場所でつぶやくよ
うな会話を繰り返すような
コミュニケーションが何を
もたらすのか？健全なる人
格成長に悪影響があるよう
に心配する。特定のグルー
プだけでネットの情報交換
をして新聞や本を読む時間
を著しく無くしている若者
が増えることで、民主主義
社会は確実に衰退する方向
に走っているのではないか
と危惧するのは私だけでは
ないだろう。
　活版印刷発明による結果
としての宗教革命や、蒸気
機関利用による産業革命や
ら、歴史に残る変革を21世
紀の世界から眺めれば、瞬
時に変革が起こったような
錯覚をすることがあるかも

一橋一丁
いっきょういっちょう

「見えざる手」になるのかも
しれない。固定電話を飛び
越えて携帯電話が普及した
おかげで、中国の電話帳用
紙の需要は無いに等しい。
こういうIT社会の発展に
よってアメリカや日本がた
どったような紙パルプ需要
の成長とは違う形となるこ
とをアダム・スミスは予想
出来ただろうか？

コミュニケーション能力を
新聞で磨く
　ところで、未曾有の就職
難の中で企業が学生に求め
る一番の能力はコミュニ
ケーション能力であるとい
われている。相手の立場に
なって考えられること、共
通の話題について賛成意見
や反対意見がある中で自分
はどう考えるかを自ら発言
出来ること、他人の意見を
尊重出来ることなどが重視
されるのだろうと思う。言
葉による直接的なコミュニ
ケーション能力はパーソナ
ルな通信端末機器の操作か

らは醸成されない。家庭、
学校、あるいは職場で新聞
を繰り返し広げ、世の中の
出来事について共に話し合
い、考えることがその基本
になるのではないかと思
う。夫婦、親子、上司、同僚、
部下、友人で共通のテーマ
で話し合い、そして時には
ぶつかり合いを繰り返すこ
とがコミュニケーション能
力を磨くことになるのでは
ないか。そのためには新聞
を読む礼儀作法をもう一度
確認すること、新聞を読む
時間を惜しまないこと、新
聞を読む習慣を作ること、
これらを家庭内でしっかり
と継承していくことが基本
ではないのかと思う。
　読者の活字離れや新聞
離れが言われて久しいが、
私はこの問題の視点を変
えて、新聞の読者離れは無

かったのかも問いたい。高
邁な医療記事や健康特集記
事の下に、効用の信じ難い
薬物の広告を掲載すること
は読者を向いていないよう
にも感じるし、新聞の持つ
品格をゆがめることにもな
らないかと思う。広告も記
事の内だろう。一方、署名
記事を増やし、アニメキャ
ラクターでクイズや漢字の
意味を問う企画などを工夫
されている姿勢は歓迎した
い。
　玉石混交の情報の氾濫の
中から、社会の発展のため
に本当に有益な情報を取捨
選択してくれるのは、新聞
しかないと私は信ずる。そ
の有用な新聞のための基礎
資材である新聞用紙を長期
安定納入しているという誇
りと自負を製紙会社の一員
として持ち続けたい。

　サラリーマン人生に異動はつ
きものである。仕事や生活をリ
フレッシュするチャンスでもあ
る。ただし、我が家の 4 歳児に
その意味を理解させるのは難し
い。◆幼稚園の友達と離れ離れ
になることを何度も伝えて、寂
しい気持ちをきちんと受け止め
させるのがいいのか、よく分か
らないままにだましだまし連れ
て行くのがいいのか。前者が模
範解答であろうが、住む場所を
変えるという大きな変化は、幼
児の理解の範囲を超えてしま
う。理解させて引越して来たつ
もりでも、時折「いつおうちに
帰るの？」と聞かれる。これが
一番つらい。◆その場所に住ん
でいた経験は、誰にも動かすこ
との出来ない、とても貴重なも
のと思う。人間は本能的に過去
住んでいた場所に特別な愛着や
安心感を抱くようだ。複数の土
地で暮らした経験は子どもの将
来の選択肢を増やすものと期待
する。だから私は「もうあのお
うちには帰らない。ここがおう
ちだ。」と例の質問に答える。（M）

うだ。年度末2010年3月末
の国内メーカーの在庫は23
万6千トンとなり23年ぶり
の低水準となっている。
　このような中で、日本製
紙の2009年度の新聞用紙
の販売は、国内121万5千ト
ン、輸出3万6千トン、合計
125万1千トンとなった。国
内需要と輸出の合計需要
の中で当社が扱う部分は
35.7%となっている。
　日本新聞協会の2010年
度の需要予測は前年度比
96.4%としているがもう少

年度で区切ると、表2（２
頁）の通り、国内339万6千
トン、前年度比で95.3%と
なった。年度ベースで340
万トンを切るのは、1994年
度以来実に15年ぶりのこと
である。供給サイドを見る
と、純粋輸入紙は643トン
とほぼ駆逐され、当社ノー
パック品を示す海外生産
分は3万9千トンまで縮小し
た。限られた国内新聞用紙
メーカーが成熟市場で新聞
発行業界と共存共栄の道を
模索していると観測出来そ

下がりが続いている。2008
年秋に始まったリーマン
ショックはこの構造的な需
要減少をさらに加速させる
結果となったが、2010年に
なって減少幅が改善してき
ていることが年計表の右端
にわずかに確認出来る。
　21世紀の10年間という視
点で見ると、前半はほぼ横
ばい、後半はピークに比較
して約11%減少してきてい
ることが分かる（表1 ／２
頁）。
　この新聞用紙需要を2009

　4年前の有楽町かわら版第37号で「史上最高需要の先に
あるものは何か」という見出しで新聞用紙需要が当時ピー
クにあることを伝えた。あれから4年、2009年度の国内新
聞用紙需要は339万6千トンで、重量ベースの対前年度比で
95.3%（面積ベース95. １%）と4年連続のマイナス成長と
なった。2008年のリーマンショック以来この1年半で日本
国内の紙パルプ需要は2割近い急激な落ち込みを見せたが、
新聞用紙の落ち込み方はまだ緩やかに推移している。
　一方、電通が本年2月に発表した2009年の日本の総広告
費も2年連続で前年を下回り5兆9222億円と縮小している。
新聞広告費は前年比マイナス18.6％で6739億円となった。
10年前に比較すると半分の規模となっている。これに対し
て、インターネット広告費は2004年にラジオを、2006年に
雑誌を抜き、2009年には7069億円の規模に成長して新聞広
告を初めて上回った。3月には日本経済新聞社が本格的な
電子版を創刊し「2010年は電子版元年になった」と将来評
価されることを期待したい。

この10年間は前半横ばい
後半11％減少の新聞用紙需要
　『かわら版NIPPON』オリ
ジナル新聞用紙需要年計表
（２頁）を見ると、SLベース
の年計需要が378万トンの
ピークを記録したのは4年
前の2006年7月である。卑
近な例で申し訳ないがこの
2006年7月は私自身が新聞
営業部長を拝命した月であ
り、紙パ業界では北越製紙
TOB騒動が開始した月で
ある。この2006年7月を分
水嶺に新聞用紙需要は右肩

photographer　新聞営業部  冨井美夏
5 ページ

し上向くのではないかと見
る筋もあるようだ。新聞用
紙は中間素材であり社会に
必要とされる商品であるか
どうかは印刷された新聞が
有用であるかどうかに命
運がかかる。この観点から
お客様である新聞社の苦境
は我々の苦境そのものであ
り、広告収入の激減ほどに
は新聞用紙需要実績は減っ
ていなくても、運命共同体
として新聞社の動向を真剣
に観測してきた。
　

2009年度用紙需給事情

関西営業支社長　前田高弘

不透明な新聞用紙需要は
　　　　底が見えたのか？

（２ページに続く）

全国需要SL換算 実重量ベース

2001年8月
373万8千トン

ボトム94年/7月
319万3千トン

「年計表」とは毎月過去12ヵ月の数字を合計して並べたもの。
季節変動のバラツキを補正し正しい需要動向がつかめる。 

2006年7月に
378万トンでピーク
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（千トン） （1984年 3月～2010年4月実績）国内新聞用紙需要・年計表

2001年度 371.9万トン 100.1％
2002年度 369.5万トン 99.4％
2003年度 369.5万トン 100.0％
2004年度 375.9万トン 101.7％
2005年度 377.6万トン 100.5％
2006年度 374.2万トン 99.1％
2007年度 371.5万トン 99.3％
2008年度 356.5万トン 96.0％
2009年度 339.6万トン 95.3％

2009年度 ／ 2005年度   89.9％

21世紀の内需推移

【表1】

【表2】

実重量トン 対前年度比

2009年度新聞用紙需給実績 （対前年比・重量ベース）

需　　　要 国　　内 339万6千トン （95.3％）
 輸　　出 10万8千トン （79.1％）
 合　　計 350万4千トン （94.7％）

供　　　給 生　　産 343万5千トン （95.5％）
 海外生産 3万9千トン （78.4％）
 純粋輸入  0.6千トン （9.9％）
 合　　計 347万5千トン （95.1％）

年度末在庫  23万6千トン （89.1％）

2010 .07 .01

本紙は石巻工場（H）高白新聞75を使用しております。

通算47号 2010 .07 .01 通算47号 2

本紙は石巻工場（H）高白新聞75を使用しております。

1



だと思います。
だからこそ、Googleが伸び
ているのです。これは、新
聞そのものがマス・メディ
アから、ディ・マス・メディ
アになれという訳ではあり
ません。製作段階で、パー
ソナルな興味を意識して製
作していく必要がありま
す。政治や経済面で主張す
べき点は、マス・メディア
として恥ずかしくない意見
を出していくべきだと思い
ます。
　ただこの点では、全国紙
と地方紙とは、若干立場が
異なります。地方紙はより
リージョナルであるべきだ
と思います。紙面と広告が
比例し、より効率的な広告
を受けていく可能性が大き
いのです。
　全国紙は、結局広告もマ
スになってしまうから、広
告主から選択される媒体に
なるためには、新聞として
の品質を上げていくしかな
いのです。
　米コロラド州デンバーで
代表的新聞社が潰れてか
ら、政治で汚職が増えたと
某番組で見ました。社会の
動きをチェックするという
機能は失われていません。
この点でも、先に例示した
ケースのような報道のあり
方は、信頼感を損ねること
になると思います。

 

　有用性という視点で考え
れば、「移動性」「操作性の
良さ」「読みやすさ」は重要
な要件です。ただし、それ
は忙しい現役世代にとって
は、ということであって、
私たちのような隠居世代に
は、それほど重要ではあり
ません。文庫本一冊があれ
ば、移動時間中の退屈さは
消えます。また、ニュース
に慌てる必要もありません。
　報道する側も、使う人た
ちも、年齢にかかわりな
く、忙しい世代が話題にし
ますから、世の中が大きく
変わって行くような錯覚を
覚えるのでしょうが、元々
新聞も本も、あまり読まな
い人たちが、それを話題に
してこれまでより「読む」
ようになれば、社会にとっ
ては大きなメリットです。
近いうちに3割を超そうと
いう、暇な隠居世代は多少
の興味はあっても、iPadや
Kindleに投資することは、
ほとんどないと思うのです。

　世の中の趨勢がマスから
パーソナルに移っているの
は、A.トフラーの予言通り 

　電子版タイプは、私のよ
うな速報性を新聞に求めて
いない読者にとっては、面
白そうだなという程度の興
味しかありません。読者か
ら見て、コスト的にも今の
状態では「紙」から切り替
える必要性を感じません。
　ヘッドラインを無料で見
て、ニュースを知ったつも
りの人たちは、元 「々紙」の
新聞を買っていた人たちで
はなく、新聞が減っていく
ことへの影響は少ないと思
います。TVに頼っていた
人たちが、画面とはいえ、
文字を読む数が増えたと考
えればいいのです。活字を
読むことによって、深く物
事を考える力が付くことは
重要なことです。
　また、広告の出し手が、
効率的、効果的と考えて電
子媒体に広告を出し始めて
います。中でも従来の案内
広告的なものには影響が大
きく、アメリカでの新聞業
が苦しくなっている一因で
す。しかし、新聞の記事や
広告から興味を覚えること
も多いと思います。新聞を
製作している人たちもイン
ターネットを使っているは
ずですので、何に興味をそ
そられるかを感じながら製
作していけばいいのではな
いでしょうか。「敵」ではな
く「友」と考えていけば、両
方に便利な使い方が見付か
ると思います。
　Googleの検索機能は非常
に便利で、自分で考えるタ
イプの人には、あらゆる資
料を提供してくれるという
点で有用性が高いと思いま
す。しかし、このタイプの
人たちはヘッドライン的な
情報では満足しません。新
聞の情報が価値のあるもの
である限り、相乗効果を求
めると思います。

　まず、若年層の新聞離れ
については、私が新聞に関
わっていた当時は35歳前後
が分岐点とされていまし
た。年を取れば読むように
なると思われていました
が、それはどうも事実では
なく、そのまま持ち上がっ
て行くといわれ始めていま
す。とすると、今は40歳前
後が分岐点となるはずで
す。事実を検証する必要は
ありますが、徐々に部数が
落ちている一因になってい
るものと思われます。
　その中で、NIEの活動は、
この趨勢を変えていくため
にも、もっと充実させる必
要があります。NIEは子供
たちへの教育効果が本来
の目的ですが、この充実に
よって、新聞を読まない先
生たちへの啓蒙活動にもな
ります。
　また、一つのテーマに対
して、読者が自由に参加出
来るような紙面づくりをす
れば良いのではないかとも
考えています。ツイッター
的な「つぶやき」ではなく、
学生や若手の主張を「文
章」として戦わせれば良い
のではないでしょうか。今
なら、普天間に絡めて日本
の安全保障問題や、子供手
当を含む少子化対策など、
好テーマがたくさんありま
す。
　次に、出版も含めた電子
化の動きについてですが、
これは今後ますます拡大し
ていくと思います。日経の
電子版のようなタイプと、
ヘッドラインから始まって
それを深掘りしていくタイ
プが見えている姿ですが、
まだ工夫されていく可能性
はあるかと思います。

から雑誌、ラジオ、TVに移
るという現象ではありませ
ん。性格が違うものの、マ
スの広告の需要を受け止め
ることの出来る媒体はTV
と 新 聞 し か あ り ま せ ん。
従って、面積ベースで見た
新聞の広告が、構造的、相
対的に低下するというのは
必ずしも正しくはありませ
ん。落ちるとしても、その
大半は広告単価の引き下げ
になります。そういう意味
では、総金額が回復するの
は難しいかもしれません。

ティブな報道が欲しいので
す。配布されるペーパー頼
り、記者クラブ依存体質で
は、信頼性は失われてしま
う気がします。
　次に広告媒体としての新
聞ですが、総広告費は全体
の景気に比例して落ちてい
ます。しかし、これは構造
的な問題ではなく、景気の
回復に連れてそれなりの回
復は期待出来ると思いま
す。
　媒体別の広告で、新聞の
シェアは5年前（2004年）の
18％から、11.4％に落ちま
したが、これからは、やや
落ちるとしても、経済全体
の回復とともにマス媒体と
しての価値が見直されるの
ではないでしょうか。新聞

している若手の記者がいま
した。緊張感のない取材態
度を見ていると、こういう
記者のいるメディアは読み
たくないし、見たくないな
と思いました。
　また、私自身は民主党政
権に期待する所が大きいの
ですが、普天間問題につい
て、菅副総理（当時）が、「こ
の問題については最も遠い
所にいる閣僚だ」と発言し
ているのを問題にしている
メディアが全くありません
でした。仮にも副総理がこ
のような発言をしているこ
とについて、もっとセンシ

報の項目数、信頼性は失わ
れてはいません。だからこ
そ、何を伝えるかが重要で
あり、信頼を損なわないよ
うな新聞の作り方が求めら
れます。全体としての部数
は減りつつある中で、新聞
社間の競争は激化してお
り、読者から選ばれるかど
うかで事業としての継続性
が決まってきます。
　そういった意味で、先進
国での新聞社への逆風は否
定出来ませんが、自ら招い
ている部分もあるように
思われます。例えば、私自
身4月に事業仕分けの傍聴
に行ったのですが、その時
に、新聞社かどうかは分か
りませんが、真剣に議論し
ている時に、あくびばかり

まで利用しています。旅行
の予約などにも便利で、4
月に奈良へ行きました。イ
ンターネットは高齢者に
とって、社会との接点を保
つのに極めて有効である
と感じています。以上の通
り、クリエイティブな物は
何もありませんが、悠々自
適に日々過ごしています。

　情報伝達媒体としてで
すが、新聞は他のメディア
との比較では、一覧性、情

　ゴルフは週1回のペース
で、狭山ゴルフクラブがほ
とんどです。ハンデキャッ
プは11です。また、腰痛対
策を兼ねて、週1 〜 2回の
プールでのウォーキングを
欠かしません。
　映画は、古い映画をレン
タルショップで借りて見る
のが月8本、近くのシネコ
ンで月4 〜 5本見ます。読
書はほとんど毎日、最近は
専ら藤沢周平です。
　また、パソコンもよく利
用しています。麻雀や将棋
のオンラインゲームに始ま
り、近くの図書館の図書検
索や貸し出しの予約に至る

　日本製紙の新聞用紙を中
性化しようと決断した一
人として、誇りに思ってい
ます。当社の新聞用紙は、
基本的には「資源節約型」
を追及してきました。ツイ
ン・ワイヤー化、継続的な
軽量化、古紙の大量使用、

新填料の開発、この次のス
テップが｢中性、高灰分化｣
であり、全ての技術開発を
30数年間にわたって当社が
主導してきました。
　当時の研究開発陣は究極
の新聞用紙と言っていまし
たが、これまでの全ての技
術、装備の上に立脚するも
のでした。開発当初はかな
り苦戦しましたが、現在は
順調な操業が行われている
と聞いています。
　操業をコントロールする
薬品の開発から始まり、現
場での操業技術、改善の繰
り返し、技術本部としての

見通しも重要でした。何よ
りも古紙高配合への社会
的な要請を満たしていく
ことと、更なる軽量化が求
められ、裏抜けは広告スポ
ンサーから嫌われる状況下
で、中性化は必然の選択で
あったと思います。印刷品
質、印刷作業性の情報収集
を担当した品質保証部も大
活躍しました。全てのセク
ションがチームとして連携
し、機能しました。チーム
ワークの重要性をいう場合
には、中性高品質紙の成功
を好例として示せば良いの
ではと思います。

　企業の中で、営業とは単
に「たくさん売る」「利益
が出るよう高く売る」こと
が仕事だと思っている人
が多くいます。しかし、最
近はやりの「顧客満足」と
この考え方は、どのように
整合性を持たせれば良いの
でしょうか。｢先義後利｣と
は、「世の中が必要と考え、
役に立つ物やサービスを提
供すれば、お金を払ってく
れる。その価値に応じて、
利益は後からついてくる」
という考え方であり、これ
は企業経営の基本だと思い
ます。
　先輩たちから、「信用千

では成り立ちません。製造
する現場、研究開発、そし
て製品が使用される顧客で
の満足度をコーディネー
トしながら、最終的に企業
の収益に貢献していくとい
うのが「クリエイティブ・
マーケティング」の真髄で
す。この言葉は、1979年の
NORPAC立 ち 上 げ 時 に、
チャック・カーペンター社
長から合言葉として提案さ
れました。
　NORPACでは文化や言
葉の違いから、コミュニ
ケーションの大切さも教え
られました。国内、企業内
でもセクションによって
文化が違っています。企業
内でもコミュニケーション
は極めて重要であり、可能
な限りの情報公開が必要
です。まずトップに立つ人
は、「何をしようとしてい
るのか」「周りに何を求め
ているのか」を知らせる義
務があります。そこから議
論が始まります。新聞営業
に来た頃、後輩から「議論
の無いところに成長なし」
と言われたことが原点に
なっています。見かけだけ
の仲良しクラブでは組織は
成長しません。

　最後に、我が家の犬（名
前は「うらら」11歳）は、生
まれてすぐの頃、しつけに
新聞紙を使ったためか、今

倍」「利を追いかけると、
逃げていくものだ」「嘘は
ダメ」「マトモでなけりゃ、
長続きしないぞ」「共存共
栄」と教えられてきました。
　先の中性高品質紙までの
軌跡を見れば分かってもら
えると思いますが、企業は
営業というセクションだけ

でも、床に新聞を広げて読
み始めると、すぐその上に
乗ってしまう癖がありま
す。私のかつての仕事との
関連を考えると、とてもう
れしい癖であることを皆さ
んにご紹介しておきたいと
思います。

近況を
お聞かせください

新聞の有用性に
変化が出ていると
お考えですか？

iPadやKindleが
話題となっていますが？

新聞が安易にマスから
パーソナルに対応するこ
とは、新聞の有用性（公
益性）を棄損しないで
しょうか？

新聞への逆風を
どのように見ていますか？

当社中性高品質紙の
有用性について
お聞かせください。

真の営業とは何かを
お聞かせください。

VOICE

歴代本部長に聴く 若松常正氏インタビュー

「先義後利を貫いて欲しい」
　しばらくお休みしておりましたシリーズ「歴代本部長に聴く」、今回は長年にわたり新聞
営業に携わり、平成14年から平成18年までの4年間、新聞営業本部長を勤められた
若松常正氏にお話を伺いました。ご自身の近況に始まり、現在の新聞に対する考えや、
当社の中性高品質紙導入の経緯、そして営業のあり方に至るまで、非常に有意義な
お話を伺うことが出来ました。
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